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１．新 CSTポータルシステムへのログイン 

    URLは  https://newportal.cst.nihon-u.ac.jp/cst/ ですが、理工学部ＨＰのトップ画面にあるリンクから

たどることが可能です。  

   新機能としては、ログイン画面にセンターNEWSやイベント情報を表示できるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユーザ IDとパスワードを入力してログインします。 

※事前に、教員用利用マニアルをダウンロードして一読してから 

利用されることをお勧めします。 

 

 

   中央部には、センターNEWSが掲載されています。 

・重要な仕様変更やシステム停止等のお知らせを掲載します 

右側には、理工学部の主要サイトへのリンクを載せています。 

 ・学生情報照会システムは教員と学生で飛ぶ先が違いますので、教員は 教員用リンクの 

  学生情報照会システムからアクセスしてください。 
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２．ログイン後の初期画面 

（教員） 

 

①右メニューにおいて、職員にはある メッセージ登録がありません。 

 そのため、大学からのお知らせや個人伝言は送信できません。 

②各種ドキュメントには、事務局やセンター関連の申請書や利用マニアルが登録されていますので活用 

  ください。 

③大学からのお知らせには 

  全学向け、教員向け、指定学科向け等の事務局・センターからのお知らせが表示されます。 

④個人伝言には 個人宛てのお知らせが表示されます。 

⑤講義連絡には、 

  ・[定期]レポート提出通知、[定期]教材の編集終了通知、[定期]Ｑ＆Ａ質問通知 

・[随時]掲示板の掲示登録通知、[随時]管理者からのお知らせ 

 が入ってきます。  

なお、定期は午後８時にシステムから送信されます。 随時はその操作が行われた瞬間に送信されます。 

また、メール転送設定がされていますと、同じ内容のものが指定のメールアドレスに送信されます。 

⑥休補講・時間割変更には 

 本人の講義に関る、休補講・時間割変更の情報が表示されます。 内容に間違いないかチェックください。 

⑦CSTポータルⅡ（右メニュー内） 

 学生へのお知らせやレポート指示等 授業に関する様々な機能が使えます。 
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（学生） 

 

①大学からのお知らせには 

 全学向け、学生向け、指定学科向け等の事務局・センターからのお知らせが表示されます。 

②個人伝言には 個人宛てのお知らせが表示されます。 

③講義連絡には、 

 ・[定期]レポート提出期限通知、[定期]レポート評価通知、[定期]ディスカッション評価通知 

[定期]オフライン教材評価通知、[定期]教材の編集終了通知 

・[随時]Ｑ＆Ａ回答通知、[随時]掲示板の掲示登録通知、[随時]担当教員からのお知らせ 

[随時]管理者（センター）からのお知らせ 

 が入ってきます。  

なお、定期は午後８時にシステムから送信されます。 随時はその操作が行われた瞬間に送信されます。 

また、メール転送設定がされていますと、同じ内容のものが指定のメールアドレスに送信されます。 

④休補講・時間割変更には 

 本人の講義に関る、休補講・時間割変更の情報が表示されます。 内容に間違いないかチェックください。 

 

⑤CSTポータルⅡ（右メニュー内）  

   教員からのレポートや資料提示等の様々な教員からの指示に実際に作業する機能が使えます。 
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２．CSTポータルⅡとは 

CSTポータルⅡとは、大学における授業運営を効率よく支援するシステムです。 

インターネットを介して、教員からの教材課題が提示され、受講者はそれらを PCで実施したり、 

提出したりできます。また、受講者は学習履歴や教員の採点結果を把握しながら効率的に学習を進め 

ることができます。 

【代表的な機能】 

 ・教材の提示（資料、レポート教材、テスト、アンケート、ディスカッション、学習、オフライン教材） 

 ・教材の実施 

 ・教材の評価（レポート教材、ディスカッション、オフライン教材） 

 ・出席管理 

 ・教員と履修者間のコミュニケーション（掲示板、FAQ、Q&A、お知らせ） 

【利用環境】 

  CSTポータルⅡでは、以下の環境をサポートしています。 

    (PC) 

［Webブラウザ］ 

InternetExplorer  11 

Firefox  60 

Safari  13 

Google Chrome 80 

※各ブラウザの設定で、JavaScriptを有効にしておく必要があります。 

    (携帯電話) 

[端末] 

NTT docomo、au、SoftBank の端末 

(スマートフォン) 

[Webブラウザ] 

Android、iPhone の標準ブラウザ 

[端末] 

Android 9～10が搭載されている Android端末 

iOS 11～12 が搭載されている iPhone 

 【留意事項】 

・ブラウザの【戻る】ボタンやキーボードの【F5】キーによる画面の表示、更新はできません。 

システムで用意されているボタンやリンクを使用し画面の操作を行います。 

・複数ウィンドウや複数タブを使用すると、操作を継続できない場合があります。 

・無操作（画面の移動が無い状態）が長時間続くと、タイムアウトとなり認証失敗の画面が表示され 

ます。その際、入力内容は破棄されてしまいますのでご注意下さい。 

※現在のタイムアウト設定は 90分となっています。 

・現在、所有しているライセンスは同時利用 3000ユーザのため、授業等で同時に利用するには注意が 

必要です。 現在、ライセンス増加を検討中です。 
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 【CSTポータルⅡの概念】 

 

講義：授業を取りまとめた開講の単位。 

    ※「科目」「履修科目」など大学ごとに呼称が異なる場合があります。 

授業：毎週実施される授業のこと。 

管理者：システムの管理業務を行います。 

教員  ：講義の担当教員になることができ、受講者に教材を提示したり評価を行います。 

担当教員の登録は管理者が行います。 

※担当教員が他の担当教員を登録することもできます。 

受講者：講義を履修することができます。履修者としての登録は管理者（教務システムとの自動連携） 

が行います。 

ＴＡ（Teaching Assistant）：限定された教員機能を利用し、補助的な業務を行います。 

※利用可能な機能は管理者が設定した内容に従います。 

  ※ＴＡの名称や数は管理者の設定により異なります。 

  資料、レポート教材、テスト、アンケート、ディスカッション、学習、オフライン教材の 7種類があります。 

 

 CSTポータルⅡでは、授業というフォルダに教材を配置することができます。これにより、履修者は教材 

と授業の関連性を把握しながら学習することができます。 

 

 

 

講義 

授業 

教材 
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誰が何月・何日・何時・何分にどの機能で何の操作をした
かの一覧の表示ができる。
※当然に該当科目に関してだけの情報となります。

 下図が実質的な操作画面となります。 

  主なメニューの簡単な説明をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義利用できる、７つの教材を準備しています。 

①資料教材 

②レポート教材 

③テスト 

④アンケート 

⑤ディスカッション 

⑥学習教材 

⑦オンライン教材 

履修者情報の閲覧・取得やグループの設定が行えます。 

学生からの質問（Q&A)が表示されます。            

また、その回答を入力できます。 

本機能は、標準では利用しない設定になっていますので 

講義設定 にて利用するに変更する必要があります。  

お知らせを送れます。CST ポータルトップ画面の講義連絡

に表示されます。 

講義編集で作成された 資料・レポート・アンケート・ディ

スカッション、テスト等の閲覧状況・提出状況・発言状況を

見ることができる。 

標準で提供されている機能を利用停止・利用開始の設定が
できる。また、ＴＡの資格を持った学生をＴＡに登録できる。

PC、スマートフォンや携帯から出席を取り管理

することができます。アクセス時に都度のパス

ワードを設定できます。 

また、CSVファイルでダウンロードすることも

できますし、CSVファイルからアップロード 

することも可能です。 
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  （備考） 

   テストでは 受講者毎に問題を変えること（ランダム出題）ができますか？ 

可能です。また、問題毎にカテゴリを設定しておくと、カテゴリ毎に問題数を指定して出題することが可能

になります。 

アンケートではどのような設問回答方式を指定できますか？ 

①テキスト（単一行） ： 文字入力で回答する形式（改行できない） 

②テキスト（複数行） ： 文字入力で回答する形式（改行できる） 

③数値 ： 数値で回答する形式 

④単一選択式 ： 複数の選択肢の中から１つだけ選択する形式 

⑤複数選択式 ： 複数の選択肢の中から複数選択 

   学びチャートではどのような情報が見れますか？ 

出席状況、レポート・テストの評価履歴、教材利用率・利用回数を確認することができます。 

実施状況グラフで、クラスの最高値・平均値と当該学生の利用率実績を比較して確認することが 

できます。 

また、積極性、計画性、継続性をレーダーチャートで表示されます。 

   掲示板には下記２種類の設定が可能です。 

①掲示：教員が講義の情報を投稿することができます。受講者は投稿できません。 

②フォーラム：教員が提示したテーマに対し、受講者が投稿することができます。 
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４．レポート教材登録について 

 レポート操作（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポート操作（２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 レポート操作（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

マウスでクリック

する  

教材追加をマウスで クリックする  

レポート教材をマウスでクリックする 



11 

 

  レポート操作（４） 

     必要事項を入力する。 なお、日時を入力する場合左のカレンダアイコンをクリックすると 

入力操作が楽にできます。 

 

 

 

 

   （注意）レポート提出後、添削等行い再提出等の指示をすることがある場合には、 評価の公開 に 

       チェックを入れてください。  

タイトル含めて必須項目を入力

し、画面下の 登録 をクリッ

クする。  
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レポート操作（５） 

  学生に送付されるレポート指示を入力する。 参考画像や参考ファイルを付けることが可能です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題文等必須項目を入力する。必要

なら画像や参考ファイルを添付し、

登録をクリックする。       
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レポート操作（６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生にお知らせ発信したい場合には、発信するをクリックしＯＫをクリック」して完了です。 

なお、お知らせ発信しますと、学生には 講義連絡に表示されると共に、NU-AppsGに通知が 

送信されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 編集終了をクリックする。 
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レポートの提出状況確認操作（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材の一覧が表示されるので 見たいレポート教材をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

マウスでクリック

する  

見たい教材の評価をクリックす

る。  



15 

 

 

レポートの提出状況確認操作（２） 

 

提出されたレポートをダウンロードする場合には 提出結果ダウンロード をクリックする。 

 提出状況およびレポート提出状況をダウンロードする場合には 一括ダウンロード をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポートが Zip形式でダウンロードされます。 

提出状況が CSV形式でダウンロードされま

す。  
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５．お知らせ発信について 

 お知らせ発信の操作（１） 

 

過去に送信したお知らせがある場合にはそれらが画面中央部に表示されます。 

新しいお知らせは 新規発信をクリックする 

 

 

 

 

 

 お知らせをクリックする。 

新しいお知らせは 新規発信 をクリックする 
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お知らせ発信の操作（２） 

下図がお知らせ入力画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、お知らせ発信しますと即時に、学生には 講義連絡に表示されると共に、NU-AppsGに通知が 

送信されます。但し、メール転送設定をしている学生のみです。 

 

 

お知らせ入力のフォームが表示されるので 

・タイトル 

・本文 

・表示開始日時、終了日時 

を入力する。 

添付ファイルがあれば指定する。 

標準は、履修者全員への送信となりますが、 

グループや個人を指定しての発信が可能。 

全て入力したら 下部の 登録をクリックする。 
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６．授業状況確認について 

 ①授業状況 をクリックする。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②登録済みの教材一覧が表示されるので、見たい教材の 評価 をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見たい教材をマウスでクリックする  
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③今回選択した教材はレポート教材でしたので提出状況の一覧が表示されます。 

  提出されたレポートをまとめてダウンロードしたい場合には、 提出結果ダウンロード をクリックして 

 下さい。 

  提出情報を提出結果ダウンロードしたい場合には 一括ダウンロード をクリックして下さい。 
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７．出席確認 

  ①授業追加を クリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ②授業追加画面が表示されるので タイトル、説明、授業実施日、出席管理の方法を指定する。 
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   ・教員による登録を指定した場合 

     登録 をクリックする。 授業終了後、出席管理をクリックする。 

      

     授業名 をクリックする。 

      

     一括アップロード をクリックする。 

      

     出席データファイル（ＣＳＶ形式）を指定し 登録をクリックする。 
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   ※出席用ＣＳＶファイルの作り方 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     一括ダウンロード をクリックしファイルを開く。 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

     このファイルに 出席状態種別 を入力する。 

     出席状態種別は  

出席 １ 

欠席 ２ 

早退 ３ 

遅刻 ４ 

となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ユーザ IDの下４桁が学生番号です。 
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     ・学生による登録を指定した場合 

      ※ここからは学生の画面になります。 

      CSTポータルⅡにログインし、講義名をクリックすると下図のように 出席 のボタンが 

      表示されます。  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

      出席 をクリックする。 パスワードの入力画面が表示される。 

       

 

 

 

 

 

 

      パスワード を入力し ＯＫ をクリックする。 

        

 

 

 

 

 

 

      代返を減らしたい場合には、出席が入力できる時間を極力短くし、携帯やスマートフォーンで 

ログインさせておいてパスワードを教えるようにする。 
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８．ログ確認 

  ログ確認メニューをクリックすると下図のように一覧が表示されます。 なお、表示されるのは 

 当日のみになります。 

  指定日時がある場合や特定の学生だけ表示されたい時には、画面上部にある 検索条件変更 を 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 指定日時がある場合や特定の学生だけ表示されたい時には、画面上部にある 検索条件変更 をクリック 

すると検索条件設定画面が表示されます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 指定条件を入力して 検索 をクリックする。 
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指定条件で検索された結果が表示されます。 
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９．アンケート教材登録について 

  ※ここでは昨年学部で利用したアンケートを登録する作業を記します。 

  （事前準備作業） 

CSTポータルの各種ドキュメント（情報教育研究センター・マニュアルガイドブック・アンケート 

ひな形データ）をダウンロードする。 ファイル名を学部アンケート.csv とする。 

 ①講義編集・教材追加を行う 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材として アンケート を選択する。 

 ②アンケートの基本パラメタ入力画面が表示される。 必要な情報を入力する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力したら 登録 をクリックする。 

 

 

 

 



27 

 

③内容編集を行います。 設問一括アップロードをクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

アップロード画面が表示されるので、参照をクリックして①にて指定したファイルを指定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定したら 登録 をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正常に終了したら 閉じる をクリックする。 

     

⑥これで作業は完了ですが、学生からどう見えるか確認するには プレビュー をクリックください。 

  ⑦新しいアンケート項目は、設問追加で可能ですし、既設問を変えたい時には 変えたい設問をクリック 

すると編集画面が表示されます。 
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１０．履修者管理について 

  履修者情報の取得及びグループ定義操作（１） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 履修者管理 をクリックす

る。 

画面上確認できます。  

一括ダウンロードをクリックすると CSV形式で

受講者データを取得できます。 
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履修者情報の取得及びグループ定義操作（２） 

  

 学生のグループ管理を行わない場合には必要のない操作です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 履修者グループ をマウスでクリックする  

グループ追加 をマウスでクリックする  
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履修者情報の取得及びグループ定義操作（３） 

 グループ名、グループコードの入力画面が表示されるので、必要事項を入力する。 

 グループコードは半角英数字の適当な文字列を指定ください。 

 本指定は、他の先生や他の授業には影響ありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループコードを入力 

 半角英数字 

グループ名を入力 

 日本語可 

登録をクリックする。  

グループが作成できました

ら、グループに所属させる

学生の選択に進みます。 

編集 をクリックする。  

新規作成ですとメンバ登録

がされていないのでメンバ

追加をクリックする。  
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履修者情報の取得及びグループ定義操作（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 作成ずるグループの数だけ本操作を繰り返し行うことになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受講生一覧が表示されるので左枠をクリックし

て選択する。 デモの例では受講生が一人しか

登録されていないので複数人の選択をお見せで

きませんが/// 

選択したら下部の選択をクリックする。  
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１１．Q&Aについて 

 Q&A は初期設定で利用しないとなっていますので、利用するには設定変更が必要です。 

 講義設定 をクリックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

機能設定 をクリックする、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q&A 利用する をクリックして、登録 をクリックする、 
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１２．FAQ                                

Q1 ＴＡに出席管理やレポートの評価等を行わせたいが可能か？    

A1  Web申請システムから CSTポータル → 担当科目ＴＡ設定申請 申請できます。 

 

 Q2 お知らせ（講義連絡）を送ったのに受講生から届かないと言われた。  

  A2  お知らせは、担当教員が送信した時点で CSTポータルに履修情報が登録されている必要があります。 

CSTポータルへの履修登録は、前日及び当日午前 1時半までに教務課・履修届のシステムに登録された

科目が午前 5 時に反映されます。つまり、担当教員が講義連絡を送信した場合、当日の午前 1 時半以降

に履修届に登録した学生には講義連絡は届きませんし遡って見ることもできませんので注意してくださ

い。  

※４月第１・２週は履修登録が完了しているか微妙な時期です、お知らせ機能よりも資料教材の登録 

 の方が良いかも知れません。 

 

 Q3 ３年生のクラス担任をしているので、３年生全員に周知したい項目があります。 

A3 学科名＋学年 と言う講義を登録してありますのでそれを利用してください。 

      

Q4 教員用マニュアルがログイン前画面からダウンロードできるがもっと詳しく書かれたものはありません 

か？   

A4  223ページのメーカ提供マニュアルがありますが、容量が大きいので個別提供としています。 

   必要であればセンターまで依頼ください。 

 

Q5  テスト実施時に制限時間が来ると制限時間までに解答したものが記録されるのか？ 

 A5 テストの制限時間がきましたら、そのタイミングで自動保存・提出されます。 

 

Q6  タイムアウト等ポータルサーバ側からセションを切られた場合 解答済みのものが記録される？ 

 A6 セッションタイムアウトの場合、入力中の解答は保存されません。 

ただし、テストは画面遷移の度に解答を保存していますので、セッションタイムアウトまでに保存され 

ているものは解答済になります。 

 

Q7  テストの採点結果が合っていないが？ 

 A7 採点は文字コードまで厳密にチェックされます。 

例えば、カタカナの ベ と ひらがなの べ は見た目は合っていても文字コードとしては違います。

ですので、ぱっと見た際は正解に見えますが、誤答とシステム上では認識されてしまいます。 

   テスト教材で「テキスト入力式」および「穴埋め（テキスト）式」を選択した場合、「回答の空白・大文字

/小文字の違いを無視する」のチェックをいれても、半角 /全角の違いは無視されません。             

また、空白は無視するが大文字・小文字の違いは無視したくない はできません。 

 

Q8  レポートの評価公開について教えてください。 

設定 「評価の公開:公開」 

設定 「評価の公開:一部公開(添削コメント+添削ファイル)」 
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A8  「評価の公開:公開」の場合 

レポートを提出した学生本人が評価や添削コメント、添削ファイルを閲覧できるようになります。 

「評価の公開:一部公開(添削コメント+添削ファイル)」の場合 

レポートを提出した学生本人が添削コメント、添削ファイルを閲覧できるようになりますが評価 

は閲覧できません。 

 

Q9  テスト提出期限期間中に不合格の場合、合格するまで何度でも提出させたい。 

 A9 以下の設定をすることにより対応可能です。 

      ・テスト提出期限 設定しない 

      ・結果の公開日時 指定しない 

・繰り返し設定  再受験を許可する 回数は空白  

 

Q10  スマートフォーンや携帯でアクセスできますか？ 

 A10 全ての機能は使えませんが、下記URLでアクセスできます。 

 

CSTポータル 

スマートフォーン 

       URL  https://newportal.cst.nihon-u.ac.jp/cst/sptop.do/     

 

 

 

 

 

携帯電話 

       URL  https://newportal.cst.nihon-u.ac.jp/cst/ktop.do 

         

 

CSTポータルⅡ 

スマートフォーン 

       URL  https://newportal2.cst.nihon-u.ac.jp/cst2/   

 

 

 

 

 

携帯電話 

       URL  https://newportal2.cst.nihon-u.ac.jp/cst2/m 

 

 

 

https://newportal2.cst.nihon-u.ac.jp/cst2/m

